
Ａさん：キーワード【老々夫婦、高齢介助者の介護負担軽減】

〔ポイント〕夫婦ともに自宅での生活は希望しているが、認知症の夫に対して介助者の妻には介護疲れが

あり、体調を崩してしまうため、定期的なサービスと柔軟なサービスを利用できるようにしたいとの希望あり。
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・週２回泊まりサービスと週３回デイサービス（夕食あり）を利用

・介助者の妻の体調や予定に合わせて臨時のサービス変更あり

【その他支援内容】

●服薬管理：ご本人の服薬はぼやあ樹の看護師にて管理（利用が無い日の分は前日にお渡しする）

●訪問診療との情報共有（必要あればぼやあ樹スタッフの同席）

Ｂ夫婦：キーワード【老々夫婦ともに支援】

〔ポイント〕できる限り夫婦で生活したい希望があるが、夫婦だけの生活に段々と不安が生じていること、

また介護サービスや担当者は夫婦で同じ人にしたいとの相談あり。

《夫婦で同じサービス内容》※夫婦ともに要介護１以上の場合
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・週２回デイサービスと週５回訪問サービス（１日１回）を利用

[デイサービス]入浴支援、夫婦一緒に帰宅時に買い物をしてから帰宅。（１週間に１回）

[訪問サービス]安否確認、配食（昼）、当日の薬を持参・内服見守り、火の元・エアコン確認

【その他支援内容】

●服薬管理：夫婦の服薬はぼやあ樹の看護師にて管理し、１週間ごとに夫婦まとめてお渡しする。

●郵便物：ポストから取り忘れがないかを一緒に確認

●環境整理：掃除やゴミ出しなどが行えているか確認

今回は、実際に小規模多機能ぼやあ樹へご利用となられたケースの中から、

高齢夫婦の世帯・ご利用者への生活支援の利用例を紹介させていただきます。

2020 年 9 月吉日


